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今
週
の
紙
面

東
京
・
江
戸
川
区

舎
川
明
美

■２面 改憲発議許さない！2022
憲法大集会／女性ニュース ■３
面 読者のページ／短歌 ■４～
５面 公立病院つぶしストップを
／ジェンダーリレー講座／ホット
ライン ■６面 高齢者の電動ア
シスト自転車 ■７面 新婦人の
ページ／給食でつくる未来

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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縄
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﹁
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